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Between July, 1981 and June, 1984, 40 malignant urogenital neoplasms were heterotransplanted 
into nude mice to clarify the biological characteristics of malignancies and screen the effective anticancer 
drugs against them. 
The primary tumor take was confirmed in 7 tumors (17.5%), including 4of 14 renal cell carcinomas 
(28.6%) and 3 of 13 bladder cancers (23.1%). No primary take was recognized in renal pelvic, ureteral, 
prostatic and testicular cancers. Three of the 7 tumors (43%) with primary take (7.5% in total) have 
been serially transplanted for more than a year. These three established tumors were all renal cell 
carcinomas and were designated as AM-RC-I, AM-RC-6 or AM-RC-11. The take rate of tumor 
tissues obtained from primary and metastatic lesions was 18.2% (6/33) and 14.3% (1/7), respectively. 
    The duration from tumor inoculation to take was examined inseven transplantabletumors. The 
shortest was 12 days in renal cell carcinoma, the longest was 36 days in bladder cancer and the average 
was 24.4 days. 
    The correlation between the time from tumor extraction to inoculation and transplantability 
was investigated. The take rate was 29.4% within 3 hours, and 18.2% beyond 3 hours. The obvious 
effect of anti-asialo GM I antibody on tumor take, which inhibits the natural killer activity of mice or 
rats selectively, was not demonstrated owing to the small number of cases. The histopathological 
features of seven original tumors with primary take were examined. All of the 4 renal cell carcinomas 
were shown to be histologically high grade and advanced. Two of the 3 bladder cancers were poorly 
differentiated. Therefore, the differentiation r growth rate of the tumor was suggested to be closely 
correlated with transplantability. 
   The three strains of renal cell carcinomas transplanted serially for a long-term period, AM-RC-1, 
AM-RC-6 and AM-RC-11 disclosed a constant growth after the 7th, 9th and 10th inoculation respec-
tively. The renal cell carcinomas serially transplantable to nude mice maintained the basic histologic 
findings of the original tumor even after long-tern serial transplantation.







































消毒薬(ピ ー ラック)もしくは逆性石けん液(オ ス





















子と考えられているが,こ の ヌー ドマ ウスの有する



























実 験 結 果





























































































Total 40 7(17.5) 3(7.5)


















































































































































































































より得られた もので,手 術時腎門部,傍 大動脈,下











12日目に生 着 をみ た.AM-RC-11は 継 代 初 期 に は 腫
瘍増 殖速 度 が 極 め て早 か った が,Fig.3の ご と く継
代10代目以 降 はほ ぼ 安 定 した増 殖 を示 した,本 腫 瘍 の
対 数 増 殖 期 間 中 のTDは3.75±0.15日 であ り,移 植
後4週 目頃 よ り壊 死 傾 向 が認 め られ た.
② 原 腫 瘍 お よび移 植 ・継 代 腫 瘍 の組 織 像
a)AM-RC-1:Fig.4は 原 腫瘍 のH-E染 色標 本 で
あ る.腫 瘍 細 胞 は 一 部trabecularpattern.を示 す
が,主 と して 小 管 状腺 腔 を形 成 し て増 殖 し,tubular
adenocarcinomaの像 を 呈 して い る.腫 瘍 細 胞 は異
型 性 が 強 く,と ころ ど ころに 壊 死 部 分 が 認 め られ,間
質は 比 較 的 豊 富 な結 合織 よ り成 って い る.Fig.5は
継 代7代 目の 腫瘍 の組 織 像 であ る.腫 瘍 細 胞 は原 腫 瘍
に 比 し てや や 未 分 化傾 向 が強 く,充 実性 も し くは 小 腺
腔 を 成 して増 殖 して い るが,tubularadenocarcino-
maの 性 格 を 維 持 して い る.個 々 の腫 瘍 細 胞 はpleo-
morphismに富 み,mitosisも多 数 認 め られ,高 度
異 型 性 を 示 す.間 質 は原 腫 瘍 に 比 べ てや や 乏 し いが,
全 体 的 に み て継 代7代 目以 降 もほ ぼ 同様 な組 織 像 を示
す こ とか ら,本 腫 瘍 は 継 代 を 重ね て も,原 腫 瘍 の 基 本
的 な 組 織学 的特 徴 を 維 持 して い る こ とが 明 らか で あ っ
た.
b)AM-RC-6原 腫 瘍 の 細 胞 型 はmixedsubtype
で あ る,Fig.6はclearcelisubtypeの部 分 で,類
円形 の 腫瘍 細 胞 が 尿 細 管 様 の構 造 を示 し て い る.細 胞
質 は広 く,明る く泡 沫 状 を 呈 し,核は比 較 的 小 型 で 濃 染
し,mitosisも多 数認 め られ 核 異 型 が 高 度 で あ る.
Fig.7はgranularcellsubtypeの部 分 を 示 して い




























































































郷 ㍗ 嫁 メ璽 ・・.
嬉 ㌦:・概 、.∴辱
霧lll謎
　 コ コリ ド ギ 　ロ 　 ゆ
ロヒ

















rig.4.AM-RC-1の原 腫 瘍(H-E染 色,×50)
韓
Fig.5.AM-RC-1の継 代7代 目の 腫 瘍(H-E
染色,×100)
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Fig,6.AM-RC-6の 原 腫 瘍,clearcellsubtype
の 部 分(H-E染 色,×50)
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Fig.8.AM-RC-6の継 代9代 目の腫 瘍(H-E
染 色,×100)
驚
Fig.9.AM-RC-11の 原 腫 瘍,clearcellsubtype
の 部 分(H-E染 色,×50)
執 語ぴ:1,:i亀ξ聴 黛ゴ蔵妙li至
灘難





異 型 性 は 同 様 に強 い.clearcellおよび9「anula「
cellともに 主 と してalveolarpatternを呈 して増 殖
し,間 質 は 乏 し く大 部 分 が毛 細 血 管 よ りな る.Fig,8
は継 代9代 目の腫 瘍 の組 織 像 で あ る.clearcellsub-
typeとgranularcellsubtypeの部 分 が 混 在 して認








よ く維 持 して い た.
c)AM-RC-11原 腫瘍 の細 胞 型 はmixedsubtype
お よびspindlecelltypeであ る.Fig.9はclear
cellsubtypeの部 分 で,腫 瘍 細 胞 は 大 部分alveolar
patternを呈 して増 殖 し,tubularpatternも一 部 に
認 め られ る.間 質 は乏 し く,主 と して 毛細 血 管 よ りな
る.個 々 の腫 瘍 細 胞 の 核 は 中等 度 の異 型 性 を 示 す.
Fig.10はsPindlecelltypeの部 分 で あ る.異 型 性
の 強 い 紡 錘形 の腫 瘍 細 胞 がsolidpatternを成 し て
増 殖 して い る.Fig.11は継 代10代 目の腫 瘍 のH-E
染 色標 本 で あ る,腫 瘍 細 胞 はmixedsubtypeよりな
るが,ciearcell優位 で あ る.全 体 的 に は 原 腫蕩 に 比
べ て や やmedullaryな部分 が 増 す が,大 部 分 はal-
veolarpattcrnを示 し,毛 細 血 管 に よ り囲 続 され て
い る.spindlecelltypeの部 分 が 認 め られ な い こ と
を 除 い て は,原 腫 蕩 と継 代 腫瘍 の組 織 学 的 特 微 は極 め
て よ く類 似 して いた.
考 察






































を疾患別にみ る と,腎腫瘍(全 例が腎細胞癌)28.6
0,膀胱腫瘍23,1%であるのに対 して,腎 孟腫瘍 尿



















































































ドマウスに投与す ると,極め て少量でか な り長期間
NK活 性を抑制することができるといわれてお り15).
玉置ら2)は抗asialoGMI抗体0.15mlを4日目ご




率,腫 瘍の発育促進効果 は著明であった と述べて い
る.著者は玉置 ら2)の方法に準じて抗asialoGMI




































ドマ ウ ス可 移 植 腎 細胞 癌2株 の移 植 継 代前 後 の組 織 像
を比 較 し,両 株 と も継 代 腫 瘍 は 起 源 腫瘍 に 比 してや や
間 質 の増 加 を認 め るが,基 本 的 な組 織 学 的 特 徴 は よ く
保 れ てい る と述 べ て お り,ま た継 代維 持 され て い る膀
胱 癌2株 の組 織 形 態 も基 本 的 に は変 わ らなか った とい
う.大 西 ら8)もヌー ドマ ウスに 移 植 され た 腎 細 胞 癌3
株 の 原腫 瘍 と継 代 腫 瘍 の 組 織像 を比 較 検 討 した が,継
代 に 伴 う病 理 組 織 学 的 変 化 はほ とん どみ られ なか った
と して い る.し か し ヌ ー ドマ ウスに移 植 され た ヒ ト癌
の 間 質 は マ ウス由 来 の もの であ る こ とか ら,長 期 間 に
わ た って継 代 を 重 ね る と形 態 学 的 変 化 を生 ず る可 能 性
も あ る こ とを 十分 考 慮 す る必要 が あ る.坪 井21、は ヌ ー
ドマ ウス 可 移 植 ヒ ト膀 胱 癌 株 の移 植 ・継 代 前 後 の 組織
像 を 検 討 した,原 腫 瘍 はsquamouspatternを示 す
nestとadenomatousstructurcを示 すnestが 一
部 に み られ るが,基 本 的 に は未 分化 なTCCの 性 格
を 有 して お り,継 代 を 重ね て も原 腫 瘍 の基 本構 造 を受
け つ い で いた が,間 質 が 減 少 し,medullaryな性 格
が 目立 ち,pseudoadenomatous.squamouspattern
が増 加 して きた と述 べ てい る.永 井 ら4)も胃癌,乳 癌
な ど の間 質 の 線維 化 傾 向 の強 い い わ ゆ る硬 性 癌 が髄 様
癌 に 変 る傾 向 がみ られ た と報 告 して い る.著 者 が長 期
間 に わ た って継 代 維 持 して い る 腎細 胞 癌 株 の組 織像 の
検討 で は,AM-RC一 王 に お い ては 原 腫 瘍 はtrabecu-
larもし くは 小 管 状 腺腔 を形 成 し,mitosisも多 く
tubularadenocarcinomaの像 を 呈 し,間 質 は 豊
富 な結 合 織 よ り成 って い たが,継 代 に伴 って幾 分 未 分
化傾 向 を示 し,間 質 が やや 減 少 しmedullaryな性 格
を帯 び てい た.AM・RC-6の 場 合,原 腫 瘍 はclear
cellを主 体 と し,granularcellを混 在 せ るmixed
subtypeの腫瘍 で あ る.全 体 と してalveolarpat-
ternを示 して 増 殖 し,間 質 は 乏 し く,大 部 分毛 細 血
管 よ り成 り,核 の異 型 性 は 高 度 でmitosisも多 数 認
め られ た.本 腫 瘍 は継 代に よ りgranularcellの占め
る部 分 が や や多 くな って い る が,基 本 的組 織 構 築 は よ
く維 持 さ れ て い た.AM-RC-11の 原 腫 瘍 はclear
cellを主 体 と し,間 質 は 毛 細血 管 が豊 富 でalveolar
patternを呈 し てい るが,他 にspindlecellを混 じ
た 部 分 はsolidpatternを示 す.個 々の 腫 瘍細 胞 の
核 は異 型 性 が 強 い,本 腫 瘍 は 継 代 に 伴 ってspindle
cellの部 分 が ほ とん ど認 め られ な くな り,clearcelI
が優 位 を 占め て い る.ま た間 質 は原 腫 瘍に 比 して滅 少
傾 向 を示 し,alveolarpatternもや や 減少 し,medu-
llaryな性 格 が 目立 った.継 代に 伴 っ てspindlecell
が 消 失 し た原 因 と して,こ の細 胞 は ヌー ドマ ウスで継


































































で増殖速度が異なるが,各 々継代7代 目,9代 目,10
代目以降になると,ほぼ安定した増殖を示した.
10)ヌー ドマウス可移植腎細胞癌3株 の原腫瘍 と移
植継代腫瘍の組織像 を 比Y"討 した.AM-RC-1,
AM-RC-11では継代により間質の減少傾向がみられ,
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